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消費者庁

令和４年度 令和５年度

当初予算額 要求額

Ａ Ｂ Ｂ－Ａ＝Ｃ ３つを超える場合

施策名：（１）消費者政策の企画・立案・推進及び調整

0001 消費者政策企画・立案 平成21年度 終了予定なし 16 16 20 - 現状通り
補正予算についても、効率的な事業の執行に努
めること。

11 51 40 - 現状通り 効率的な事業執行に努めてまいりたい。 - 消費者庁 一般会計
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に必
要な経費

消費 - 0001 - - - - - - - ○

0002 消費者財産被害に係るすき間事案等への対応 平成22年度 終了予定なし 27 27 22 - 現状通り 引き続き効率的な事業の執行に努めること。 26 26 0 - 現状通り
引き続き効率的な事業の執行に努めてまい
りたい。

- 消費者庁 〃
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に必
要な経費

消費 - 0003 - - - - - - - 令和元年度 ○

0003 消費者が被る財産的被害に係る実態把握・対策の検討 平成27年度 終了予定なし 13 13 13 - 現状通り
一般競争入札（総合評価落札方式）の一者応札
については、その要因を分析し、一者応札の解
消に努めること。

13 13 0 - 執行等改善
一者応札となった原因分析のために、事業
者へのヒアリングを実施した上で、効率的
な事業執行に努めてまいりたい。

- 消費者庁 〃
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に必
要な経費

消費 - 0004 - - - - - - - 令和３年度 ○

0004 消費者行政新未来創造オフィスを活用した実証事業 平成30年度 令和４年度 30 30 33 - 現状通り 引き続き効率的な事業の執行に努めること。 23 - ▲ 23 - 現状通り
引き続き効率的な事業の執行に努めてまい
りたい。

- 消費者庁 〃
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に必
要な経費

消費 - 0005 - - - - - - - 令和元年度 ○

0005
ポストコロナ社会に対応した消費者向け啓発教材の開発・情報
発信

令和３年度 令和３年度 232 232 190 - 終了予定
アウトプット、アウトカム共に見込みや目標値
を達成しており、概ね事業の目的を達成したも
のと考えられる。

- - 0 - 予定通り終了 - - 消費者庁 〃
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に必
要な経費

消費 新21 - 0001 - - - - - - - 令和３年度 ○

施策名：（２）消費生活に関する制度の企画・立案・推進

0006 消費者団体訴訟制度に関する環境整備 平成21年度 終了予定なし 44 51 36 - 現状通り
一般競争入札（総合評価落札方式）について
は、一者応札が複数見れらるため、その要因を
分析し、一者応札の解消に努めること。

64 101 37 - 現状通り
御指摘を踏まえ、一者応札を解消すべく、
要因を分析し、対策を検討してまいりた
い。

- 消費者庁 〃
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に必
要な経費

消費 - 0006 - - - - - - - ○

0007 消費者契約に関する制度の企画立案 平成21年度 終了予定なし 16 20 20 

 改正が目標となっていることから、より効
果的な調査を積極的に検討・推進すべきと考
える。
認知度調査については「知っている」のみで
はなく使い勝手、制度上の欠陥、諸問題を含
め情報を得られる機会であり、対象とする
人、内容で得られる情報の質も異なると思わ
れ、向上するための動きとして既存のパンフ
レット、講師派遣の貢献はごく限られている
場合もあるため、目標に近づけるため新たな
手段を講じていく必要があるように思える。
なお、一社応札が存在するため解消に向けた

現状通り
外部有識者の所見を踏まえ、適切に執行するこ
と。なお、一者応札については、その要因を分
析し、必要な見直し等を行うこと。

19 66 47 - 現状通り

御指摘を踏まえ、より効果的な調査の検討
や新たな周知・広報の手段を検討してまい
りたい。
また、一者応札を解消すべく、必要な対策
を検討してまいりたい。

- 消費者庁 〃
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に必
要な経費

消費 - 0007 - - - - - 書面点検
行政事業レビュー実
施要領、対象事業の
選定に基づき対象。

○

施策名：（３）消費者に対する教育・普及啓発の企画・立案・
推進

0008 消費者教育・普及啓発 平成21年度 終了予定なし 101 101 60 - 現状通り
予算額に対する執行率が年々低くなっているの
で、更なる執行率の向上にむけた取組の検討を
進めていただきたい。

70 81 11 - 現状通り
引き続き効率的な執行に努め、事業の優先
順位を見極めつつ実行してまいりたい。

- 消費者庁 〃

（項）消費者庁共通費
　（大事項）消費者庁一般行
政に必要な経費
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に必
要な経費

消費 - 0010 - - - - - - - 令和２年度 ○

0009 エシカル消費の普及・啓発 平成27年度 終了予定なし 11 11 13  - 現状通り

イベントへの参画回数は増加し、パンフレット
作成に関するコストも減少しており、アウトカ
ムの達成度も高い事業であり、評価ができると
考える。引き続き、予算の効率的な執行に努め

18 12 ▲6 - 現状通り
引き続き効率的な執行に努め、事業の優先
順位を見極めつつ実行してまいりたい。

- 消費者庁 〃
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に必
要な経費

消費 - 0011 - - - - - - - 令和３年度 ○

0010 食品ロス削減推進 令和２年度 終了予定なし 47 47 41 

食品ロス削減は、2015年、国連総会の持続的
開発に向けたアジェンダ2030でも触れられた
世界的な課題に対応するものであり、食料需
給率が低く、大量の輸入食料に頼っている我
が国にとっては、特に重要な意味を持つ事業
と捉えられる。
レビューシートに示された施策の進捗はおお
むね堅実な傾向を示してはいるが、①国民運
動に育てるため、自分事として受け止めても
らうための環境整備、②学校教育の場を通じ
た普及活動、③マスコミ等を通じた情報発
信、これは食品ロスの実態、食品ロスに対す
る対策の両面で情報発信の強化を図っていく
べきでないか、といった様々な意見があっ
た。
現在設定されているアウトカムについても、
一見分かりやすいものではあるが、最終目標
である食品ロスの削減についての里程標とし
ての機能を考えると、改善の余地があるよう
に思われる。
以上の点を公開プロセスの対象事業に関する
意見の取りまとめとし、事業内容の一部見直

現状通り

コストの節減等に努めている事業がある一方
で、一者応札となった随意契約案件は高コスト
となっているため、競争性の確保、経費節減の
両観点からにおいて一者応札とならないよう仕
様書の工夫について検討をお願いしたい。

42 58 16 - 現状通り
ゆとりをもった公示期間の設定や仕様内容
の更なる明確化等に努めて参りたい。

- 消費者庁 〃

（項）消費者庁共通費
　（大事項）消費者庁一般行
政に必要な経費
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に必
要な経費

消費 - 0012 - - - - - 公開プロセス
行政事業レビュー実
施要領、対象事業の
選定に基づき対象。

○

施策名：（４）地方消費者行政の推進

0011 消費者ホットラインの運用等 平成21年度 終了予定なし 120 120 115 

現在の認知率は低いと言わざるを得ず、認知
度向上のための施策に予算を投入してアウト
プットのひとつとして設定すべきではない
か。また国民の情報手段の多様化にそって、
相談のあり方自体の拡大、多様化を検討いた
だきたい。多様化を検討した場合「188」を
知っていることが重要ではなく、どうすれば
相談ができるか、アクセス方法を複数認知し
ているかが重要になる可能性もあり、事業形
態や成果指標の見直しが必要となる可能性が
ある。また、ターゲット層（世代別等）を設
定するのであれば特化した周知方法・内容に
変更していくことも必要となる可能性があ

現状通り
消費者ホットラインの更なる認知度向上に向け
て、さまざまな検討を重ねつつ、引き続き効率
的な予算の執行に努めていただきたい。

120 121 1 - 現状通り

令和４年６月に消費生活相談の目指すべき
将来像等を示した「消費生活相談デジタ
ル・トランスフォーメーションアクション
プラン2022」を策定した、同プランに沿っ
て、相談の多様化も含めた消費生活相談の
デジタル化を進めるための経費を別事業に
おいて要求している。
消費者ホットラインの更なる認知度向上に
向けて、消費者への効果的な伝え方等を検
討し、引き続き効率的な予算執行に努め
る。

- 消費者庁 〃
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に必
要な経費

消費 - 0013 - - - - - 書面点検
行政事業レビュー実
施要領、対象事業の
選定に基づき対象。

○

0012 地方公共団体との連携等の推進 平成21年度 終了予定なし 63 63 44 - 現状通り

活動目標（アウトプット）の見込みの数字を、
もう少し高めの数字を設定してもよいのではな
いか。（令和元年度600人→令和２年300人→令
和３年、4年ともに200人なので、下降したまま
の数字を少し目標値を上げるのは困難か）
引き続き、効率的な予算の執行に努めていただ
きたい。

60 60 - - 現状通り

新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ
つつ開催方法等を検討し、より多くの方に
参加して貰えるよう努めます。
また、所見も踏まえ、引き続き効率的な予
算の執行に努めます。

- 消費者庁 〃
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に必
要な経費

消費 - 0014 - - - - - - - ○

0013 地方消費者行政強化交付金 平成20年度 終了予定なし 3,250 3,225 2,716 - 現状通り

消費者庁における唯一の国と地方自治体を結ぶ
予算だと思うので、非常に重要な事業であると
考える。引き続き、効率的な予算の執行に努め
ていただきたい。

1,750 3,000 1,250 - 現状通り
引き続き、必要な予算を要求するととも
に、適切な執行に努めてまいりたい。

- 消費者庁 〃
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に必
要な経費

消費 - 0015 - - - - - - - ○

0014 地方モデル事業 令和２年度 終了予定なし 107 107 76 - 現状通り
活動目標（アウトプット）の当初見込み値が
年々下がっているので、引き続き、適切な指標
の検討を図っていただきたい。

105 107 2 - 現状通り

事業内容の精査を行う中で、事業実施数の
減少が生じていることに鑑み、本事業成果
の全国的な横展開の状況を指標に設定する
ことを検討するなど、適切な指標の検討を

- 消費者庁 〃
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に必
要な経費

消費 - 0016 - - - - - - - 令和３年度 ○

0015 地方消費者行政人材育成事業 令和２年度 終了予定なし 87 87 76 - 現状通り

予算執行率が低くなった点を踏まえ、新しい生
活様式に対応する形で事業実施をするなど、改
善点が見られた。アウトカムの達成度が更に上
がるよう、引き続き事業内容の検討も進めてい
ただくとともに、予算の効率的な執行をお願い

49 70 21 - 現状通り
引き続き、消費生活相談員・消費生活協力
員・協力団体等の担い手の確保に向け、戦
略的かつ効果的な事業の実施に努める。

- 消費者庁 〃
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に必
要な経費

消費 - 0017 - - - - - - - ○

施策名：（５）消費者の安全確保のための施策の推進

0016 消費者事故等に関する情報の集約・発信等の施策の推進 平成21年度 終了予定なし 97 97 75 - 現状通り
引き続き、競争性を確保した調達手続きを実施
し、効率的な予算執行に努めること。

89 97 8 - 現状通り
競争性を確保した調達手続きを行うととも
に、真に必要な取組を選定し、引き続き効
率的な予算執行に努める。

（総務省の行政評価・監視結果関
係）
〇実施年：令和２年度
〇消費者事故対策に関する行政評
価・監視－医業類似行為等による事
故の対策を中心として－
〇勧告内容
・ 都道府県等に対し、通知制度の
意義等について改めて周知徹底する
こと。その際、衛生担当部局及び消
防本部に対し確実に周知が図られる
ようにすること。
・ 事故情報の円滑な提供が行われ
ていない現状に鑑み、都道府県等に
おける情報の収集の実情を踏まえ、
既存の通知制度の枠組みの見直しを
含め、それを的確に運用するための
取組方策について検討すること。
〇対応状況
・都道府県・政令指定都市の消費者
行政担当部局に対し、消費者事故等
の通知制度を改めて確認を依頼する
とともに、保健所等の衛生部局を含
めて幅広く通知制度の周知を依頼し
た。
・医業類似行為等による事故情報を
一次的に受け付ける保健所、警察機
関、消防機関を所管している厚生労
働省、警察庁、総務省消防庁に協力
を依頼した。

消費者庁 〃
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に必
要な経費

消費 - 0018 - 消費 - 0021 - - - - - 令和２年度 ○

0017 生命身体事故等の原因調査・再発防止のための提言 平成24年度 終了予定なし 88 86 59 - 現状通り
競争性の確保のため、一般競争入札における一
社応札の改善に向けてさらに検討しつつ、引き
続き効率的な予算執行に努めること。

81 83 2 - 現状通り
一社応札の改善に向けて検討し、効率な予
算執行に努める。

- 消費者庁 〃

（項）消費者庁共通費
　（大事項）消費者庁一般行
政に必要な経費
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に必
要な経費

消費 - 0019 - - - - - - - 令和３年度 ○

0018 食品安全に関するリスクコミュニケーション等の推進 平成21年度 終了予定なし 42 42 39 

 大震災から10年を経て本事業を継続してい
く中、既存事業の「マンネリ化」の防止、ア
ウトカムの水準の置き方などを新たに検討す
べきである。
福島県産の食品へのためらいについては母数
が非常に大きいため、意見交換会との因果が
薄い可能性があり、さらなる整理の必要があ
り、アンケートの聞き方についても「理解し
た」以外の聞き方、より多様な視点も検討す
べきである。
また、他省庁との連携も重要であり、関連事
業には他省庁との役割分担をより分かり易く
整理して記載していただきたい。

事業内容の一部改
善

外部有識者の所見を踏まえ、調査手法等の改善
を検討するとともに、本事業の効果を的確に反
映できるＫＰＩ指標の設定を検討すること。

63 92 29 -
年度内に改善を検

討

KPI指標の設定につき、来年度に向けて、
より効果検証に資するものとなるよう検討
する。また、アンケートについても同様
に、効果測定に供する内容・項目となるよ
う検討を行う。

- 消費者庁 〃
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に必
要な経費

消費 - 0020 - - - 書面点検
行政事業レビュー実
施要領、対象事業の
選定に基づき対象。

○

施策名：（６）消費者取引対策の推進

0019 インターネット通信販売等適正化事業 平成21年度 終了予定なし 82 82 71 

アウトプットはいずれも発生した不正に関す
る件数であり、そのものは活動実績に違いな
いが、その件数確保は「目標」足りえない性
質であり、予防効果を期する意味ではこれら
の不正実態に関する広報活動をアウトプット
に据えるべきと考える。
総合評価においてAI等の新しい技術を活用し
て調査する方法、調査件数の両方を提案とす
ることや、より柔軟な調査手法等のあり方を
検討する必要があるのではないか。
また、インターネット通信販売の取引額は上
昇している一方であり、年間取引額の一定割
合を調査対象と設定する等、調査規模も考え
ることが必要と思われる。

現状通り

外部有識者の所見を踏まえ、適切に執行するこ
と。必要に応じて、デジタル技術の進展を踏ま
えたモニタリング調査の更なる向上策について
検討すること。

83 83 - - 現状通り

引き続き、特定商取引法の厳正な執行によ
るインターネット通信販売等における取引
の適正化を通じて消費者被害の防止を図る
とともに、必要に応じて、モニタリング調
査の向上策を検討し、効果的、効率的な予
算執行に努める。

- 消費者庁 〃
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に必
要な経費

消費 - 0022 - - - - - 書面点検
行政事業レビュー実
施要領、対象事業の
選定に基づき対象。

○

0020 消費者取引の対策 平成21年度 終了予定なし 174 174 114 - 現状通り
引き続き、特定商取引法や預託法等の所管法令
を適切に執行を図ること。

158 181 23 - 現状通り
執行率の改善に向けた方策について検討を
行うとともに、効果的、効率的な予算執行
に努める。

- 消費者庁 〃
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に必
要な経費

消費 - 0023 - - - - - - - 令和２年度 ○

施策名：（７）消費者表示対策の推進

0021 不当表示等違反事件調査 平成21年度 終了予定なし 63 63 47 - 現状通り 引き続き効率的な予算執行に努めること。 61 100 39 - 現状通り
引き続き効率的な予算執行に努めることと
したい。

- 消費者庁 〃
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に必
要な経費

消費 - 0024 - - - - - - - ○

0022 表示適正化のための普及・啓発等 平成21年度 終了予定なし 98 98 72 - 現状通り

調達に際しては、可能な限り一般競争入札を実
施し、競争性を確保すること。
随意契約によらざるを得ない場合であっても、
事前に見積書を精査するなど効率的な予算執行
に努めること。

70 267 197 - 現状通り
調達に際しては、競争性を確保した方法を
可能な限り採用するとともに、引き続き、
効率的な予算執行に努める。

- 消費者庁 〃
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に必
要な経費

消費 - 0025 - - - - - - - 令和３年度 ○

0023 消費税価格表示事件調査 平成26年度 令和4年度 31 31 21 - 現状通り
引き続き、効率的な予算執行に努めること。
また、勧告・指導件数等の状況を踏まえ、適正
な予算規模に見直すことも検討すること。

23 - ▲23 - 予定通り終了

・本事業は今年度限りで廃止となるが，行
政事業レビュー推進チームの所見を踏ま
え，本事業を通して得られた知見を今後の
事業のために残すようにしたい。
・本事業は今年度限りで廃止となるため，
令和５年度概算要求については行わなかっ

- 消費者庁 〃
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に必
要な経費

消費 - 0026 - - - - - - - 令和２年度 ○

施策名：（８）食品表示の企画・立案・推進

単位:百万円

令和４年度行政事業レビュー事業単位整理表兼点検結果の令和５年度予算概算要求への反映状況調表

事業
番号
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令和３年度
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差引き
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反映状況
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委託
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補助
金等

令和３年度レビューシート番号

１つ目 ２つ目

令和４年度外部有識
者点検対象

令和４年度外部有識
者点検対象とした理

由

直近の外部有識者点
検実施年度

３つ目
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単位:百万円

事業
番号

事　　業　　名
令和３年度

補正後予算額

令和３年度

反映額

事業開始
年度

事業終了
(予定)年度

担当部局庁
評価結果

執行
可能額

差引き
備　考

反映状況

執行額
会計区分 項・事項外部有識者の所見

行政事業レビュー推進チームの所見

基金
所見の概要 反映内容

委託
調査

補助
金等

令和３年度レビューシート番号

１つ目 ２つ目

令和４年度外部有識
者点検対象

令和４年度外部有識
者点検対象とした理

由

直近の外部有識者点
検実施年度

３つ目

0024 食品表示制度の検討・担保 平成21年度 終了予定なし 171 171 153 - 現状通り

引き続き、必要性・効率性・有効性を検討し、
適切な予算執行を図られたい。またアウトカム
等指標について、より適切な設定が出来ないか
検討されたい。

69 67 ▲2 - 現状通り

引き続き、適切な予算執行に努めるととも
に、アウトカム等指標について、より適切
な設定が出来ないか検討を進めてまいりた
い。

- 消費者庁 〃
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に必
要な経費

消費 - 0027 - - - - - - - ○

0025 食品表示制度(保健機能食品制度等を除く｡)の適正化･充実 平成21年度 終了予定なし 10 10 10 - 現状通り

引き続き、適切な予算執行に努めていただきた
い。
競争性の無い随意契約について、コスト削減や
妥当性の確認をどのように行っているのか。価
格の交渉が行われているのか。等を見える化し

8 8 - - 現状通り

競争性の無い随意契約の場合も見積書を精
査し、必要に応じて価格交渉を実施するな
どして引き続き、適切な予算執行に努め
る。

- 消費者庁 〃
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に必
要な経費

消費 - 0028 - - - - - - - ○

0026 食品表示制度の普及・啓発 平成21年度 終了予定なし 7 7 3 - 現状通り

引き続き、適切な予算執行を努めていただきた
い。
改善の方向性でも記載されているとおり、コロ
ナウイルスの影響等に伴い普及・啓発の方法
を、コスト・効果面からより適切な方法を検討
していただきたい。

4 3 ▲1 - 現状通り

引き続き、適切な予算執行を努めてまいり
たい。
新型コロナウイルスの感染拡大の影響等に
対応するため、普及・啓発の方法につい
て、コスト・効果面からより適切な方法を
検討してまいりたい。

- 消費者庁 〃
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に必
要な経費

消費 - 0029 - - - - - - - ○

0027 保健機能食品制度等の適正化・充実 平成21年度 終了予定なし 11 11 11 

 全体的に保健機能食品制度全体の適正化・
充実について触れられているが、事業概要内
は限定されたテーマ２件の調査であり、当該
調査は全体像の中で占める位置づけ、重要
度、緊急度等を示していく必要があるととも
に、当該年度に調査対象とするテーマはどの
ように決定し、調査の結果何が明らかになっ
たのか。決定プロセスから調査結果を示す必
要があるように思われる。
なお、一社応札が存在するため解消に向けた
改善策を具体的に検討されたい。

現状通り

外部有識者からの所見を適切に反映し、各項目
を再度検討すること。
また、選定先について妥当との記載がされてい
るが、結果として一者応札になっているため、
なぜ応札者が少ないのか。仕様等が原因なのか
等を検討しつつ、より競争性を産むようね努め
ていただきたい。

8 11 3 - 現状通り

外部有識者からの所見を踏まえ、適切な記
載に努めることとしたい。
また、一者応札となった契約案件があった
が、事業者へのヒアリングを実施し、適切
な公告期間の設定及び、適切な仕様書の作
成に努めることとしたい。

- 消費者庁 〃
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に必
要な経費

消費 - 0030 - - - - - 書面点検
行政事業レビュー実
施要領、対象事業の
選定に基づき対象。

○

0028 機能性表示食品等の買上調査等による検証 平成29年度 終了予定なし 20 20 20 - 現状通り

随意契約に変更していくことによって価格の妥
当性が損なわれないように今後も適切に交渉・
見直し等を実施して、適切な予算執行に努めて
いただきたい。

18 15 ▲3 - 現状通り

随意契約により価格の妥当性が損なわれな
いよう適切に交渉・見直し等を実施すると
ともに、効率性が上がるよう調査方法の工
夫等を行い、引き続き適切な予算執行に努

- 消費者庁 〃
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に必
要な経費

消費 - 0031 - - - - - - - 令和２年度 ○

0029 特定保健用食品ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの運用 平成30年度 終了予定なし 4 4 4 - 現状通り

価格の妥当性や、コスト削減等に関しての対応
が確認できない、長年続いている業務なので改
めてコストの妥当性、仕様内容等を点検し、引
き続き適切な予算執行に努めていただきたい。

5 4 ▲1 - 現状通り
仕様書内容等を点検し、価格の妥当性やコ
スト削減等に関して改めて検討し、引き続
き適切な予算執行に努めてまいりたい。

- 消費者庁 〃
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に必
要な経費

消費 - 0032 - - - - - - - 令和３年度 ○

0030 製造所固有記号･機能性表示食品届出ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの整備･運用 平成28年度 終了予定なし 48 48 48  - 終了予定 - - - - - 予定通り終了 -
令和4年度より、デジタル庁が情報
システム関係予算を一括計上してい
る。

消費者庁 〃
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に必
要な経費

消費 - 0033 - - - - - - - ○

0031 食品表示対策の推進 平成21年度 終了予定なし 101 101 88 - 現状通り
引き続き、効率的な予算執行に努めていただき
たい。

96 92 ▲4 - 現状通り 引き続き、効率的な予算執行に努める。 - 消費者庁 〃
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に必
要な経費

消費 - 0034 - - - - - - - ○

施策名：（９）消費者政策の推進に関する調査研究・国際連携

0032 消費者意識･行動等の調査･分析及び消費者白書作成･報告 平成26年度 終了予定なし 56 56 59 - 現状通り

ウェブサイト公表及び市販により一般消費者が
白書に触れるよう取り組んでいるところ、引き
続きより公表結果が一般消費者に触れる機会が
向上されるよう検討を図ること。

67 86 19 - 現状通り
御指摘を踏まえ、消費者白書の公表及び発
信の在り方については、引き続き検討して
いく。

- 消費者庁 〃
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に必
要な経費

消費 - 0036 - - - - - - - 令和２年度 ○

0033 消費者行政に係る国際的な連携の強化 平成21年度 終了予定なし 106 106 83 

 「国際連携の強化」という一般論ではな
く、わが国の消費者問題の解決に資するもの
ということを示す必要がある。OECDの拠出金
が関係するプロジェクトについては議論を
行ったでとどめることなく、進捗の有無・程
度を具体的に記述されたい。代替指標には派
遣された人数が設定されているが、上級ポス
トへの派遣有無及び派遣先の活動内容を具体
的な指標又は定性的な情報を記載されたい。
なお、一社応札が存在するため解消に向けた
改善策を具体的に検討されたい。

現状通り
外部有識者の所見を踏まえ、適切に執行するこ
と。なお、一者応札については、その要因を分
析し、必要な見直し等を行うこと。

95 150 55 - 現状通り

　来年度のレビューシートの作成に当たっ
ては、御指摘の点を踏まえた目標・指標設
定ができないか検討してまいりたい。ま
た、一者応札について、シンポジウムの運
営業務は、専門性が高いことも障壁となっ
ていると考えられるが、公告期間を長く設
定するなどの改善策が実施できないかを検
討してまいりたい。

- 消費者庁 〃
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に必
要な経費

消費 - 0002 - - - - - 書面点検
行政事業レビュー実
施要領、対象事業の
選定に基づき対象。

○

施策名：（10）事業者との協働に関する企画・立案・推進

0034 公益通報者保護制度の推進 平成21年度 終了予定なし 81 77 49 - 現状通り
適切な指標(アウトカム及びアウトプット等）
の設定について、継続的な検討を図るととも
に、引き続き、効率的な予算執行を図ること。

92 116 24 - 現状通り
御指摘を踏まえ、適切な指標設定について
継続的な検討を図るとともに、引き続き、
効率的な予算執行を図る。

- 消費者庁 〃
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に必
要な経費

消費 - 0008 - 消費 - 0009 - - - - - ○

0035 消費者志向経営の推進 平成27年度 終了予定なし 5 5 34 - 現状通り
引続き、コロナ禍におけるセミナーの実施等に
ついて検討を図ること。

22 55 33 - 現状通り
御指摘を踏まえ、コロナ禍におけるセミ
ナーの実施等については、引き続きオンラ
インでの開催も活用する。

- 消費者庁 〃
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に必
要な経費

消費 - 0037 - - - - - - - ○

0036 生活関連物資等の価格等の把握 平成21年度 終了予定なし 60 60 42 

 法令の適切な運用が成果となっているが、
調査結果と法適用の関係について事後的な検
証は必要だと思われる。
今年度から物価モニター制度から民間データ
の活用に切り替わるが旧制度以上のアクセス
数が得られる見通しはあるのか。今年度から
実施される事業の代替指標に関係省庁への情
報提供回数の記載があるが、消費者から寄せ
られた情報件数、内容等を記載した上で関係
省庁への情報提供とした方が活動内容が明確
になるのではないか。
なお、一社応札が存在するため解消に向けた
改善策を具体的に検討されたい。

事業内容の一部改
善

当該事業において、一般競争入札を実施してい
るところ昨年同様一者応札の傾向にある、競争
性を確保するため仕様内容を改善することなど
適切な予算執行に努めていただきたい。また、
外部有識者の所見を踏まえ、適切に執行するこ
と。

24 34 10 - 執行等改善

令和４年度から実施している新たな手法に
よる生活関連物資等の価格動向等の調査の
入札においては既に複数の入札者があった
ところ、引き続き競争性を確保しつつ、適
切な予算執行に努める。

- 消費者庁 〃
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に必
要な経費

消費 - 0035 - - - - - 書面点検
行政事業レビュー実
施要領、対象事業の
選定に基づき対象。

○

いずれの施策にも関連しないもの

0037 国民生活センターの運営 平成15年度 終了予定なし 3,283 5,094 5,094 - 現状通り

適切な指標(アウトカム及びアウトプット等）
の設定について、継続的な検討を図る。特にア
ウトプットにについては実施した後に得られる
結果等を記載出来るか。各箇所より具体的に記
載できるよう検討すること。
また、一者応札の改善・競争性の無い随意契約
は要因を検討し、改善・適切な予算執行を図ら
れたい

3,036 3,936 900 - 現状通り

適切な指標（アウトカム及びアウトプット
等）の設定及びアウトプットの記載内容に
ついて検討を図る。また、引き続き効率的
な予算執行に努める。

- 消費者庁 〃
（項）消費者政策費
　（大事項）消費者政策に必
要な経費

消費 - 0038 - - - - - - - ○

8,802 10,593 9,671 6,542 9,246 2,704 

4,986 4,986 4,551 4,391 4,380 ▲11 

13,788 15,579 14,222 10,933 13,626 2,693 

注１．　該当がない場合は「－」を記載し、負の数値を記載する場合は「▲」を使用する。

注２．「執行可能額」とは、補正後予算額から繰越額、移流用額、予備費等を加除した計数である。

注３．「反映内容」欄の「廃止」、「縮減」、「執行等改善」、「年度内に改善を検討」、「予定通り終了」、「現状通り」の考え方については、次のとおりである。

　　　　「廃止」：令和４年度の点検の結果、事業を廃止し令和５年度予算概算要求において予算要求を行わないもの（前年度終了事業等は含まない。）

　　　　「縮減」：令和４年度の点検の結果、見直しが行われ令和５年度予算概算要求において何らかの削減を行うもの（事業の見直しを行い、部分的に予算の縮減を行うものの、事業全体としては概算要求額が増加する場合も含む。）

　　　　「執行等改善」：令和４年度の点検の結果、令和５年度予算概算要求の金額に反映は行わないものの、明確な廃止年限の設定や執行等の改善を行うもの（概算要求時点で「改善事項を実施済み」又は「具体的な改善事項を意思決定済み」となるものに限る。）

　　　　「年度内に改善を検討」：令和４年度の点検の結果、令和５年度予算概算要求の金額に反映は行わないものの、令和３年度末までに執行等の改善を検討しているもの（概算要求時点で「改善事項を実施済み」又は「具体的な改善事項を意思決定済み」となるものは含まない。）

　　　　「予定通り終了」：前年度終了事業等であって、予定通り事業を終了し令和５年度予算概算要求において予算要求しないもの。

　　　　「現状通り」：令和４年度の点検の結果、令和５年度予算概算要求の金額に反映すべき点及び執行等で改善すべき点がないもの（廃止、縮減、執行等改善、年度内に改善を検討及び予定通り終了以外のもの）

注４．予備費を使用した場合は「備考」欄にその旨を記載するとともに、金額を記載すること。

行政事業レビュー対象外　計

一般会計

　　　〃　　○○勘定

一般会計

○○特別会計○○勘定行政事業レビュー対象　計

　　　〃　　○○勘定

　　　〃　　○○勘定

合　　　　　計

一般会計

○○特別会計○○勘定

○○特別会計○○勘定


	（様式１）反映状況調

